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章章章 1: 重重重要要要ななな情情情報報報

安安安全全全注注注意意意事事事項項項

通通通告告告: 製製製品品品ののの設設設置置置おおおよよよびびび操操操作作作
本製品は、明示されている指示に必ず従って設置
および操作してください。作業指示を守らない
と、怪我をしたり、ボートが損傷したり、製品の
性能が十分に発揮されないことがあります。

通通通告告告: 発発発火火火源源源ののの可可可能能能性性性
この製品は危険な大気環境、または引火性の高い
場所で使用するための承認を受けていません。
機関室や燃料タンク付近など、危険な環境や引火
性の高い場所には絶対に設置しないでください。

通通通告告告: 高高高電電電圧圧圧
この製品は高電圧製品です。調整を行うには、正
規のサービス技術者のみが使用できる特別な修理
手順と工具が必要になります。ユーザーが点検や
調整を行える部品はありません。オペレータは
絶対にカバーを外したり、自分で製品の修理を
試みないでください。

通通通告告告: 製製製品品品ののの接接接地地地
電源を投入する前に、本製品が本書の指示に従っ
て正しく接地されていることを確認してくださ
い。

通通通告告告: 正正正ののの接接接地地地シシシススステテテムムム
正の接地を使用しているシステムにこのユニット
を接続しないでください。

通通通告告告: 電電電源源源ををを切切切るるる
この製品の設置を開始する前に、船舶の電源の
スイッチがオフになっていることを確認してく
ださい。本書で特記されていない限り、電源が
入った状態で機器を接続、または切断することは
おやめください。

通通通告告告: ソソソナナナーーーののの操操操作作作
• 水から出ている船舶のソナーを作動しないで
ください。

• ソナーの電源が入っているときにトランス
デューサ表面に触らないでください。

• ダイバーがトランスデューサの 7.6 m (25フィー
ト) 以内にいる場合は、ソナーの電源を切っ
てください。

通通通告告告: トトトララランンンスススデデデュュューーーサササケケケーーーブブブルルル
製品の電源が入っている状態でトランスデュー
サ ケーブルを取り外さないでください。この状
態でケーブルを抜くと火花が散ることがありま
す。製品の電源が入っているのに誤ってトランス
デューサ ケーブルを抜いてしまった場合は、製
品の電源を切り、ケーブルを差し込んでから電源
を入れ直してください。

警警警告告告: 電電電源源源ののの保保保護護護
この製品を設置する際は、電源が適切な定格
ヒューズまたは自動遮断器などによって十分に保
護されていることを確認してください。

警警警告告告: トトトララランンンスススデデデュュューーーサササケケケーーーブブブルルルををを
切切切断断断しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
• トランスデューサ ケーブルを切断すると、ソ
ナーの性能が大幅に低下します。ケーブルを
切断した場合、交換が必要です。切断された
ケーブルは修理できません。

• トランスデューサ ケーブルを切断すると、保
証および欧州の CE マークの法的効力が無効
になります。

警警警告告告: 点点点検検検修修修理理理ととと保保保守守守
この製品には使用者が点検修理できる部品はあり
ません。保守や修理はすべて Raymarine認定販
売店にお問い合わせください。 無許可で修理す
ると、保証が無効になることがあります。

一一一般般般情情情報報報

水水水ののの侵侵侵入入入
水の浸入に関する免責
この製品の防水加工等級はIPX6と IPX7標準を満たしていま
すが、商業用高圧洗浄を受けた場合、水の浸入やそれに伴う
機器障害が発生することがあります。Raymarineでは、高圧
洗浄を受けた製品の保証はいたしかねます。

EMC 設設設置置置ガガガイイイドドドララライイインンン
Raymarineの機器および付属品は、機器間の電磁干渉、およ
びそのような干渉がシステムの性能に及ぼす影響を最小限に
抑えるため、適切な電磁適合性 (EMC)規制に従っています。
EMCの性能に障害を来たさないためにも、正しく設置するこ
とが必要です。
最最最適適適ななな EMC 性能を確保するため、可能な限り次の条件を
守ることをお勧めします。

• Raymarine機器とケーブルを接続する際は、次の点に注意
してください。

– 無線信号を伝送する機器、またはケーブルとの間隔を
1 m (3 フィート)以上空けてください (VHF無線、ケーブ
ル、アンテナなど)。 SSB 無線の場合は、距離を 2 m(7
フィート) に広げてください。

– レーダービームの経路からは 2 m (7 フィート)以上離し
てください。レーダービームの広がり角範囲は、一般に
放射素子の上下 20 度とされています。

• この製品には、エンジン始動に使用するセパレート型バッ
テリが付属しています。これにより、エンジン始動にセパ
レート型バッテリが用意されていない場合に生じることが
ある異常動作やデータの損失を防ぐことができます。

• Raymarine指定のケーブルを使用してください。

• 設置マニュアルに詳しい方法が記載されていない限り、ケー
ブルを切断したり延長したりすることはやめてください。

注注注意意意: 設設設置置置上上上ののの制制制約約約ににによよよりりり、、、上上上記記記ののの推推推奨奨奨事事事項項項ををを実実実行行行ででできききななないいい
場場場合合合ははは、異なる電気機器間の距離を最大限に空けて、設置
手順の始めから終わりまで EMCの性能に最適な条件を確保
するよう心がけてください。

抑抑抑制制制フフフェェェララライイイトトト
Raymarineのケーブルには抑制フェライトが取り付けられて
いるものがあります。 抑制フェライトは、EMC 性能を正常
に保つために大切な働きをします。 なんらかの理由（例：
設置または保守作業時）で、フェライトを取り外す必要があ
る際には、製品をご使用になる前に必ず元の場所にフェライ
トを取り付けてください。
正規の Raymarine 販売店で販売する、純正部品のフェライ
トのみをご使用ください。
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そそそののの他他他ののの機機機器器器へへへののの接接接続続続
Raymarine 社製品以外のケーブルにフェライトを使用する
場合の必要条件
Raymarine から支給されたケーブル以外を使って、お手元
の Raymarine 機器をその他の機器に接続する場合には、
Raymarine ユニット周辺のケーブルに必ず抑制フェライト
を 取り付けてください

適適適合合合宣宣宣言言言
Raymarine UK Ltd. は、本製品が EMC指令 2004/108/ECの必
須条件を満たしていることを宣言します。
適合宣言証明書の原本は、 www.raymarine.comの該当する製
品ページをご覧ください。

製製製品品品ののの廃廃廃棄棄棄
この製品は WEEE指令に従って廃棄してください。

WEEE (電気電子機器廃棄物)指令では、電気電子機器廃
棄物のリサイクルが義務付けられています。 Raymarine 製
品の中には WEEE 指令の適用対象にならないものもありま
すが、Raymarineではこの方針をサポートしております。お
客様にもこの製品の廃棄方法についてご理解いただきますよ
うお願いいたします。

保保保証証証登登登録録録
Raymarine製品の所有権を登録するには、www.raymarine.com
にアクセスしてオンライン登録手続きを行ってください。
保証サービスを受けるには、ご購入した製品を登録しておく
必要があります。製品のパッケージにはシリアル番号を示す
バーコードラベルが付いています。お手元の製品を登録する
際には、このシリアル番号が必要になります。ラベルは、将
来の使用に備えて大切に保管してください。

IMO おおおよよよびびび SOLAS
本書に記載の機器は、レジャー用ボート、および国際海事機関
(IMO)や海上における人命の安全のための国際条約 (SOLAS)
の対象になっていない作業船での使用を目的としています。

技技技術術術的的的正正正確確確さささ
弊社が把握している限り、本書に記載の情報は制作時点で正
確な情報です。ただし Raymarineでは、誤りや脱落が含まれ
ていても、一切責任を負いかねます。また、継続的に製品改良
を重ねる方針により、仕様が通知なしに変更される場合があ
ります。このため Raymarineでは、製品と本書の間に相違が
あっても、責任を負うことはできかねます。Raymarine Web
サイト (www.raymarine.com)を調べて、お使いの製品の最新
版のドキュメントがお手元にあることをご確認ください。
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章章章 2: ドドドキキキュュュメメメンンントトトおおおよよよびびび製製製品品品情情情報報報

目目目次次次
• 2.1 ハンドブック情報 ( 10 ページ)

• 2.2 製品の概要 ( 10 ページ)

• 2.3 CHIRP ソナーの概要 ( 11 ページ)

• 2.4 CHIRP DownVision の概要 ( 11 ページ)

ドキュメントおよび製品情報 9



2.1 ハハハンンンドドドブブブッッッククク情情情報報報
このハンドブックには、お使いの CP100ソナーモジュールの
設置に関する重要な情報が記載されています。
ハンドブックには、次の状況で役立つ情報が記載されてい
ます。

• 設置計画を立てたり、必要な機器を漏れなく手配してい
るか確認する際

• 接続されている海洋電子機器の広域システムの一環として
CP100 を設置し、接続する際

• 問題をトラブルシューティングし、必要に応じてテクニ
カル サポートを入手する際

本書を含め、その他の Raymarine 製品のドキュメントは、
www.raymarine.comから PDF形式でダウンロードできます。

関関関連連連製製製品品品
このドキュメントは、次の製品に適用されます。

品品品番番番 名名名前前前 説説説明明明

E70204 CP100 2 チャンネ
ル CHIRP /
DownVision
ソナー モ
ジュール

E70205 CP100および
CPT-100

2 チャンネ
ル CHIRP /
DownVision
ソナー モ
ジュールおよ
び DownVision
トランサ
ムトランス
デューサ

製製製品品品ドドドキキキュュュメメメンンントトト
お使いの製品には次のドキュメントが該当します。

説説説明明明 品品品番番番

CP100設設設置置置説説説明明明書書書
CP100ユニットの設置および海洋電子機器の
広域ネットワークへの接続方法

87194 / 88022

CP100取取取付付付テテテンンンプププレレレーーートトト
CP100ユニットを表面実装する際の設置図。

87193

CPT–100トトトララランンンサササムムムトトトララランンンスススデデデュュューーーサササ設設設置置置
説説説明明明書書書
DownVisionトランサム装着型トランスデュー
サの設置方法

87197 / 88024

CPT–110 / CPT-120船船船底底底貫貫貫通通通取取取りりり付付付けけけ型型型トトトララランンン
スススデデデュュューーーサササ設設設置置置説説説明明明書書書
DownVision 船底貫通取り付け型トランス
デューサの設置方法

87201 / 88025

a新新新シシシリリリーーーズズズ、、、c新新新シシシリリリーーーズズズ、、、e新新新シシシリリリーーーズズズ
設設設置置置おおおよよよびびび操操操作作作説説説明明明書書書
a新シリーズ、c新シリーズ、e新シリーズ
多機能ディスプレイの魚群探知機アプリ
ケーション (DownVision操作を含む)の操作
方法の詳細

81337

詳詳詳細細細情情情報報報
詳しい操作方法については、多機能ディスプレイに付属のハ
ンドブックを参照してください。

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ設設設置置置説説説明明明書書書
このドキュメントには、ソナー モジュールの設置方法のみ
が記載されています。接続されているトランスデューサの設
置方法については、トランスデューサに付属のドキュメント
を参照してください。

2.2 製製製品品品ののの概概概要要要
CP100は、DownVision機能を備えた CHIRPソナーモジュー
ルです。CP100は、互換性のある多機能ディスプレイと併用
することにより、海底構造を詳しく表示できるため、船舶の
下の水中の魚やその他の物標を識別することができます。

D12932-1

CP100 には次の機能があります。

• デュアルビームソナー (円錐型ビームとファンビーム)

• 標準的な深度パフォーマンスは 600フィートです。

• 水温感知

• トランサムまたは船底貫通 DownVision トランスデュー
サのサポート

• 低消費電力

• 12 V または 24 V 操作

• IPX 6 および IPX 7 の防水加工

• 堅牢な防水加工の高速ネットワーク接続

10 CP100
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2.3 CHIRP ソソソナナナーーーののの概概概要要要
ソナーは、トランスデューサからの信号を読み取り、水面下
の景色を詳細に映し出します。トランスデューサは、音波の
波動を海中に送り、音波が海底に到達して跳ね返ってくる時
間を測定します。跳ね返ってくるエコーは、海底の構造やエ
コーの通る道に存在するその他の物標、例えば、暗礁、難破
船、砂洲または魚などの影響を受けます。
ソナーでは 25°の円錐型ビームが生成されます。円錐型ビー
ムの範囲は、船舶の真下の水柱までです。

円円円錐錐錐型型型ビビビーーームムム

D12784-1

ソナーは速度範囲内でのみ有効です。深海では、下部固定を
向上させて、より広い水柱で移動オブジェクト (魚など)の検
出を高めるため、CHIRP帯域幅が自動的に制限されます。
CHIRP ソソソナナナーーー画画画面面面ののの例例例

2.4 CHIRP DownVisionののの概概概要要要
DownVisionは、トランスデューサからの信号を読み取り、水
面下の景色を詳細に映し出します。トランスデューサは、音
波の波動を海中に送り、音波が海底に到達して跳ね返ってく
る時間を測定します。跳ね返ってくるエコーは、海底の構造
やエコーの通る道に存在するその他の物標、例えば、暗礁、
難破船、砂洲または魚などの影響を受けます。
DownVision は、広角の左右ビームおよび細い前後ビームを
生成します。DownVision ビームの対象範囲は、船舶の真下
から船舶の両側までです。

DownVision ビビビーーームムム

D12777-1

DownVision は、船舶速度が低い方が効果的です。深海で
は、下部固定を向上させて、より広い水柱で移動オブジェク
ト (魚など) の検出を高めるため、CHIRP 帯域幅が自動的に
制限されます。
幅が広く、細いビームの方が、明瞭なターゲット戻り値が得
られます。CHIRP処理を使用し、動作周波数を高く設定する
ことで、詳細な画像が得られ、魚が存在する近辺の海底構造
を特定しやすくなります。
CHIRP DownVision 画画画面面面ののの例例例

ドキュメントおよび製品情報 11
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章章章 3: 設設設置置置ののの計計計画画画

目目目次次次
• 3.1 設置チェックリスト ( 14 ページ)

• 3.2 付属部品 ( 14 ページ)

• 3.3 必要となる追加コンポーネント ( 15 ページ)

• 3.4 互換性のある多機能ディスプレイ ( 15 ページ)

• 3.5 互換性のあるトランスデューサ ( 16 ページ)

• 3.6 標準的なシステム ( 16 ページ)

• 3.7 工具 ( 17 ページ)

設置の計画 13



3.1 設設設置置置チチチェェェッッックククリリリススストトト
設置には次の操作が必要になります。

設設設置置置タタタスススククク

1 システムのプランを作成する

2 必要なすべての機器と工具を揃える

3 すべての機器を配置する

4 すべてのケーブルの経路を決定する。

5 ドリルでケーブル穴と取り付け穴を開ける。

6 すべての機器を接続する

7 すべての機器を定位置に固定する。

8 システムの電源を投入し、テストを行う

設設設計計計図図図
設計図は、設置計画を立てる上で不可欠な部分です。 将来
的にシステムに機器を追加したり、保守においても役立ちま
す。設計図では、次のような情報をご覧になれます。

• 全コンポーネントの位置。

• コネクタ、ケーブルタイプ、経路および長さ。

3.2 付付付属属属部部部品品品

1 3

4

2

D12934-1

項項項目目目 説説説明明明 数数数量量量

1 ソナーモジュール 1

2 ドキュメントパック 1

3 ネジ 4

4 電源ケーブル 1 m
(3.28 フィート)

1
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3.3必必必要要要とととなななるるる追追追加加加コココンンンポポポーーーネネネンンントトト
この製品は電子システムの一部であり、完全操作を行うため
には次の追加コンポーネントが必要です。

• 互換性のある DownVision トランスデューサ (トランサム
または船底貫通取り付け型) 互換性のある製品の一覧につ
いては、「3.5 互換性のあるトランスデューサ」を参照
してください。

• 互換性のある Raymarine多機能ディスプレイ互換性のある
製品の一覧については、「3.4互換性のある多機能ディスプ
レイ」を参照してください。

• データケーブル。適切なケーブルについては、「章 4ケー
ブルと接続部」を参照してください。設置方法によって
は、データ、電源、トランスデューサケーブルの延長が必
要になる場合もあります。詳細については、「章 4ケーブ
ルと接続部」および「章 10オプションおよび付属品」セク
ションを参照してください。

3.4互互互換換換性性性のののあああるるる多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイ
本製品は、次の Raymarine多機能ディスプレイと互換性があ
ります。

• a 新シリーズ、c 新シリーズ、e 新シリーズ

• gS シリーズ, esシリーズ , AXIOMシリーズ

設置の計画 15



3.5互互互換換換性性性のののあああるるるトトトララランンンスススデデデュュューーーサササ
本製品は、次の Raymarine製トランスデューサと互換性があ
ります。

品品品番番番 説説説明明明
取取取付付付けけけタタタ
イイイプププ 構構構造造造

A80270 CPT-100
DownVision
トランス
デューサ

トランサ
ム

プラス
チック

A80277 CPT-110
DownVision
トランス
デューサ

船底貫通 プラス
チック

A80271 CPT-120
DownVision
トランス
デューサ

船底貫通 ブロンズ

3.6 標標標準準準的的的なななシシシススステテテムムム
接接接続続続例例例: 基基基本本本のののソソソナナナーーーシシシススステテテムムムででで多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイををを使使使用用用
すすするるる場場場合合合

D12937-1

1

4

2

3

項項項目目目 説説説明明明 品品品番番番

1 多機能ディスプレイ 互換性のあるすべての
バリエーションについ
ては、業者にお問い合
わせください。

2 ソナーモジュール 「関連製品」を参照
してください。

3 RayNetケーブル RayNet ケーブルにつ
いては、「10.4ネット
ワークケーブル」を
参照してください。

4 DownVision トランス
デューサ

「3.5互換性のあるト
ランスデューサ」を参
照してください。

16 CP100



接接接続続続例例例: 拡拡拡張張張型型型ソソソナナナーーーシシシススステテテムムムででで自自自動動動操操操縦縦縦シシシススステテテムムムととと多多多機機機能能能
デデディィィスススプププレレレイイイををを使使使用用用しししたたた場場場合合合

��

SeaTalkng

D12938-1

Se
aT

al
kn

g

 R
ayN

et

1

3

4

5

6 7

9 10

2 2

8

 RayNet

項項項目目目 説説説明明明 品品品番番番

1 ソナーモジュール 「関連製品」を参照
してください。

2 RayNetケーブル RayNet ケーブルにつ
いては、「10.4ネット
ワークケーブル」を
参照してください。

3 RayNetネットワークス
イッチ

A80007

4 レーダースキャナ 該当するすべての部品
番号については、担当
業者にお問い合わせく
ださい。

5 多機能ディスプレイ 該当するすべての部品
番号については、担当
業者にお問い合わせく
ださい。

6 DownVision トランス
デューサ

「3.5互換性のあるト
ランスデューサ」を参
照してください。

7 Evolution ACU 該当するすべての部品
番号については、担当
業者にお問い合わせく
ださい。

8 SeaTalkng スプールケー
ブル

「10.5 SeaTalkng ケーブ
ルおよび付属品」を参
照してください。

9 Evolution EV 該当するすべての部品
番号については、担当
業者にお問い合わせく
ださい。

10 パイロットヘッドコ
ントローラ

該当するすべての部品
番号については、担当
業者にお問い合わせく
ださい。

3.7 工工工具具具
ユニットの設置には次の工具が必要です。

D12228-3

1 2

3

4

項項項目目目 説説説明明明

1 ドリル

2 ポジドライブスクリュード
ライバー

3 適切なサイズのドリルビッ
ト*

4 粘着テープ

注注注意意意: *ドリルビットサイズは、ユニットが取り付けられて
いる材質の厚さと種類によって異なります。

設置の計画 17
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章章章 4: ケケケーーーブブブルルルととと接接接続続続部部部

目目目次次次
• 4.1 敷設時の一般的なガイダンス ( 20 ページ)

• 4.2 接続の概要 ( 20 ページ)

• 4.3 電源接続 ( 21 ページ)

• 4.4 トランスデューサ接続 ( 22 ページ)

• 4.5 ネットワーク接続 ( 23 ページ)

ケーブルと接続部 19



4.1敷敷敷設設設時時時ののの一一一般般般的的的なななガガガイイイダダダンンンススス

ケケケーーーブブブルルルののの種種種類類類ととと長長長さささ
適切な種類、および適切な長さのケーブルを使用すること
が大切です。
• 特に明記しない限り、Raymarineから支給されている正し
い種類の標準ケーブルのみを使用してください。

• Raymarine製ではないケーブルの場合は、品質と規格が適
切であることを確認してください。 たとえば電源ケーブ
ルが長くなると、伝送路の電圧降下を最小限に抑えるため
に、大きな番線が必要になることがあります。

ケケケーーーブブブルルルののの配配配線線線
ケーブルの性能と寿命を最大限に生かすために、ケーブルは
正しく配線してください。
• ケーブルを過度に折り曲げないようにしてください。可
能な限り、最小曲げ径 200 mm (8 インチ) / 最小曲げ半径
100mm (4 インチ) を確保してください。

100 mm (4 in)

200 mm (8 in)

• 物理的損傷が生じたり熱に触れたりすることがないように
すべてのケーブルを保護します。可能であれば被覆やコン
ジットを使用してください。ビルジや出入口、または移動物
体や熱い物体の近くにケーブルを配線しないでください。

• 結束ひもやケーブル結束バンドなどでケーブルを定位置に
固定してください。余分なケーブルは巻き取り、邪魔にな
らないように括ってください。

• むきだしの隔壁やデッキヘッドにケーブルを渡すときは、
適切な防水加工のフィードスルーを使用してください。

• エンジンや蛍光灯の近くにケーブルを配線しないでくだ
さい。

ケーブル経路を決めるときは、常に次の物から最大限に遠ざ
けることを心がけてください。
• 他の機器やケーブル
• 高電流が流れる AC / DC 送電線
• アンテナ

ススストトトレレレイイインンンリリリリリリーーーフフフ
十分なストレインリリーフ (張力緩和)を確保してください。
コネクタが引っ張られないように保護し、極限海面状況でも
抜けないことを確認してください。

回回回路路路ののの分分分離離離
直流電流と交流電流の両方を使用する場合、適切な回路分
離が必要になります。
• PC、プロセッサ、ディスプレイ、その他の精密電子計器ま
たは装置を稼動する際には、必ず絶縁変圧器か独立した電
力変換器を使用してください。

• Weather FAX オーディオ ケーブルには必ず絶縁変圧器を
使用してください。

• サードパーティ製のオーディオアンプを使用する際には、
必ず独立した電源をご使用ください。

• 信号線の光分離には、必ず RS232/NMEAコンバータを使用
してください。

• PC またはその他の精密電子装置には、必ず専用の電源
回路を確保してください。

ケケケーーーブブブルルル遮遮遮蔽蔽蔽
すべてのデータ ケーブルが適切に遮蔽されており、損傷が
ない (狭い場所を無理に通したためにこすれたりしていない)
ことを確認してください。

4.2 接接接続続続ののの概概概要要要

D12939-1

1 2 3

1. ネットワーク

2. 電源 (12 V / 24 V dc)

3. トランスデューサ

接接接続続続
以下の手順に従って、ケーブルを製品に接続します。
1. 船舶の電源スイッチがオフであることを確認します。
2. ユニットに接続されている装置が、装置に付属の設置指示

に従って設置されていることを確認してください。
3. 向きが正しいことを確認しながら、ケーブル コネクタを

しっかりと対応するユニットのコネクタに押し込みます。
4. 固定用環を時計回りに回して、ケーブルを固定します。

20 CP100



4.3 電電電源源源接接接続続続
常に製品に付属の電源ケーブルを使用してください。

1

2

3
D12237-3

項項項目目目 説説説明明明

1 赤の正のワイヤ

2 接地

3 黒の負のワイヤ

1 2

3 4

D12238-1

項項項目目目 説説説明明明

1 電源

2 ソナーモジュール

3 船舶の RF接地

4 トランスデューサ

このユニットは、10.2V～ 32Vの DCの「負」または「浮動
型」接地電源システムで使用することを目的としています。
Raymarineでは、すべての電源接続に配電盤を使用すること
をお勧めします。すべての機器は、次のいずれかの条件を満
たしている必要があります。

• 5Aの回路保護が付いたサーキットブレーカまたはスイッチ
から電源供給を受けている。

• 赤の正の電源ケーブルに接続された 5Aのスローブロー (遅
延型)インラインヒューズから電源供給を受けている。

ユニットには電源スイッチがありません。電源ケーブルを船
舶の電源に接続することで、電源が投入されます。

注注注意意意: ユニットは、必要に応じて電源ケーブルを簡単に取り
外せるように取り付けてください。ユニットが手の届きにく
い場所に設置されている場合は、手の届きやすい場所に電源
接続のオン/オフスイッチを設置することをお勧めします。

通通通告告告: SeaTalkng バババッッックククボボボーーーンンンををを 24
V電電電源源源ににに接接接続続続しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
機器の損傷を避けるため、付属の電源ケーブルで
SeaTalkng バックボーンを 24 V の電源に接続し
ないでください。

通通通告告告: SeaTalkng バババッッックククボボボーーーンンンかかかららら
こここののの製製製品品品ににに電電電源源源ををを供供供給給給しししななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。。。
機器への損傷を防ぐため、SeaTalkng バックボー
ンをこの製品の電源に使用しないでください。

電電電源源源ケケケーーーブブブルルルののの延延延長長長
本製品には電源ケーブルが付属しており、必要に応じて延長
することができます。

• システムの各ユニットの電源ケーブルは、別々に、ユニッ
トから船舶のバッテリ/配電盤をつなぐ 1 本の 2 線式ケー
ブルとして配線する必要があります。

• Raymarineでは、どのような長さにケーブルを延長する場
合も、最最最低低低ワイヤゲージを 18AWG (0.82 mm2)に抑えるこ
とをお勧めします。

• 延長ケーブルの長さに関係なく、使用するすべてのケーブ
ルで、最最最低低低でもユニットで 10.8 V、完全に電気がなくなっ
たバッテリで 11 Vの電圧を達成できる必要があります。

ブブブレレレーーーカカカ、、、ヒヒヒュュューーーズズズおおおよよよびびび回回回路路路ののの保保保護護護
配電盤にサーマルブレーカまたはヒューズを取り付けること
をお勧めします。

サササーーーマママルルルブブブレレレーーーカカカ定定定格格格

5 A (接続する装置が 1台の場合)

注注注意意意: サーマルブレーカに適したヒューズ定格は、接続す
る装置の台数によって異なります。わからない場合は、正
規の Raymarine販売店にお問い合わせください。

ブブブレレレーーーカカカののの共共共有有有
2台以上の機器でブレーカを共有する場合は、個々の回路を保
護する必要があります。例：各電源回路のインラインヒュー
ズを接続している場合など

D11637-2

2

4 4

1

3

+ -

1 正の (+)バー

2 負の (-)バー

3 サーキットブレーカ

4 ヒューズ

ケーブルと接続部 21



できるだけ機器を一緒にせず、別々に個別のサーキットブ
レーカに接続することを心がけてください。別々に接続する
ことが難しい場合は、別々のインラインヒューズを使用して
十分に保護してください。

通通通告告告: 製製製品品品ののの接接接地地地
電源を投入する前に、本製品が本書の指示に従っ
て正しく接地されていることを確認してくださ
い。

接接接地地地— 専専専用用用ドドドレレレイイインンンワワワイイイヤヤヤ
本製品に付属の電源ケーブルには、船舶の RF接地点に接続す
るための専用シールド (ドレイン)ワイヤが含まれています。
有効な RF接地点をシステムに接続することが重要です。すべ
ての機器に単一の接地点を使用してください。ユニットを接
地するには、電源ケーブルのシールド (ドレイン)ワイヤを船
舶の RF 接地点に接続します。RF 接地システムのない船舶
では、シールド (ドレイン) ワイヤをバッテリのマイナス側
に直接接続してください。
DC電源システムには、次のいずれかを使用します。

• マイナス接地で、マイナスのバッテリ端子を船舶のアー
ス端子に接続する。

• 浮動型で、いずれのバッテリ端子も船舶のアース端子に
は接続しない。

通通通告告告: 正正正ののの接接接地地地シシシススステテテムムム
正の接地を使用しているシステムにこのユニット
を接続しないでください。

4.4 トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ接接接続続続
本製品は、DownVisionトランスデューサと併用する目的で設
計されています。

• 互換性のあるトランスデューサの一覧については、「3.5互
換性のあるトランスデューサ」を参照してください。

• トランスデューサは、トランスデューサに付属の説明書に
従って設置してください。

D12940-1

3

1

2

1. ソナー モジュール

2. トランスデューサケーブル (トランスデューサに付属)

3. DownVision トランスデューサ

通通通告告告: トトトララランンンスススデデデュュューーーサササケケケーーーブブブルルル
製品の電源が入っている状態でトランスデュー
サ ケーブルを取り外さないでください。この状
態でケーブルを抜くと火花が散ることがありま
す。製品の電源が入っているのに誤ってトランス
デューサ ケーブルを抜いてしまった場合は、製
品の電源を切り、ケーブルを差し込んでから電源
を入れ直してください。

警警警告告告: トトトララランンンスススデデデュュューーーサササケケケーーーブブブルルルををを
切切切断断断しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
• トランスデューサ ケーブルを切断すると、ソ
ナーの性能が大幅に低下します。ケーブルを
切断した場合、交換が必要です。切断された
ケーブルは修理できません。

• トランスデューサ ケーブルを切断すると、保
証および欧州の CE マークの法的効力が無効
になります。

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササケケケーーーブブブルルルののの延延延長長長
設置方法によっては、トランスデューサケーブルを延長する
必要がある場合があります。

• 適切なトランスデューサ延長ケーブルの一覧については、
「スペアおよび付属品」を参照してください。

• Raymarine では、1 本のトランスデューサ ケーブルにつ
き、ケーブル延長を最大 1つにすることをお勧めします。

• 最良のパフォーマンスを得るには、すべてのケーブル長を
最低限に抑えてください。
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4.5 ネネネッッットトトワワワーーーククク接接接続続続
ユニットでエコー音響データを表示するには、互換性のある
Raymarine多機能ディスプレイに接続する必要があります。

多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイののの接接接続続続
RayNet ケーブルを使用して多機能ディスプレイに接続した
ユニット

D12234-3

1

3

2

注注注意意意: お使いの製品の接続パネルの外観は、型式に応じて多
少異なります。ネットワーク接続方法は、RayNetコネクタ
を使用したすべての製品で同じです。

項項項目目目 説説説明明明

1 ソナーモジュール

2 互換性のある Raymarine多機能ディスプレイの
コネクタパネル

3 RayNetケーブル

多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイ構構構成成成 (延延延長長長ケケケーーーブブブルルル)
1つのネットワークケーブル配線に必要な長さが 20 m (65.6
フィート)を超える場合は、RayNet (オス)－ (オス)アダプタ
ケーブルを使用して RayNetケーブルを一緒に接続します。

D12942-1

1

3

3

2

4

注注注意意意: お使いの製品の接続パネルの外観は、型式に応じて多
少異なります。ネットワーク接続方法は、RayNetコネクタ
を使用したすべての製品で同じです。

項項項目目目 説説説明明明

1 ソナーモジュール

2 互換性のある Raymarine多機能ディスプレイの
コネクタパネル

3 RayNetケーブル

4 RayNet (オス)－ (オス)アダプタケーブル

複複複数数数ののの多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイののの構構構成成成
Raymarineネットワークスイッチを使用して、複数の多機能
ディスプレイを接続することができます。

注注注意意意: ネットワークケーブルと接続が、ネットワークハー
ドウェアに付属のケーブルタイを使用して、しっかりと固
定されていることを確認してください。

2 3

1

54

2 2

D12236-3

注注注意意意: お使いの製品の接続パネルの外観は、型式に応じて多
少異なります。ネットワーク接続方法は、RayNetコネクタ
を使用したすべての製品で同じです。

項項項目目目 説説説明明明

1 ソナーモジュール

2 RayNetケーブル

3 RayNetネットワークスイッチ

4 互換性のある Raymarine多機能ディスプレイの
コネクタパネル

5 互換性のある追加の Raymarine多機能ディスプ
レイのコネクタパネル

使用可能なネットワークハードウェアとケーブルの詳細につ
いては、「スペアおよび付属品」を参照してください。

ケーブルと接続部 23
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章章章 5: 場場場所所所ととと取取取りりり付付付けけけ

目目目次次次
• 5.1 場所の選択 ( 26 ページ)

• 5.2 製品寸法 ( 26 ページ)

• 5.3 取り付け ( 27 ページ)
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5.1 場場場所所所ののの選選選択択択

通通通告告告: 発発発火火火源源源ののの可可可能能能性性性
この製品は危険な大気環境、または引火性の高い
場所で使用するための承認を受けていません。
機関室や燃料タンク付近など、危険な環境や引火
性の高い場所には絶対に設置しないでください。

場場場所所所全全全般般般ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
製品の適切な設置場所を選択する際の重要な考慮事項
この製品はデッキの上下に取り付けるのに適しています。
この製品は、次の条件を満たす場所に取付けてください。

• 物理的損傷や過度の振動から保護されている。

• 風通しがよく、熱源となる場所から離れている。

• 機関室や燃料タンク、ガス ロッカーなど、発火源となり
得る場所から離れている。

製品の設置場所を選ぶ際は、次の点を考慮して、安心して問
題なく操作できるよう心がけてください。

• アアアクククセセセススス—ケーブルを鋭角に曲げることなく、製品に接続
するのに十分なスペースがあることを確認してください。

• 診診診断断断— 診断用の LED がすぐに見える場所に製品を設置
してください。

注注注意意意: 診断用の LEDが装備されていない製品もありま
す。詳細については、「章 6システム確認とトラブル
シューティング 」を参照してください。

• 電電電気気気的的的干干干渉渉渉—モータ、発電機、無線送受信機など、干渉を
起こす可能性がある機器から離して設置してください。

• 磁磁磁気気気コココンンンパパパススス—本製品と船舶上のコンパスの間で適切な距
離を保つためのガイドラインは、本書の「コンパス安全距
離」のセクションを参照してください。

• 電電電源源源— ケーブル配線を最短に抑えるため、船舶の DC 電
源にできるだけ近い場所に製品を設置するようにしてく
ださい。

• 設設設置置置面面面— 製品がしっかりとした設置面に適切に固定され
ていることを確認してください。この製品の技術仕様に記
載されている重量情報を参照し、対象の設置面が製品重量
に耐えられることを確認してください。船舶の構造に損傷
を与えるような場所にユニットを設置したり穴を開けたり
しないでください。

5.2 製製製品品品寸寸寸法法法
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72 mm (2.8 in)

225 mm (8.9 in)

205 mm (8.1 in)

D12941-1
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5.3 取取取りりり付付付けけけ

ユユユニニニッッットトトののの設設設置置置
適切な設置場所を選択したら、次の方法でユニットを設置
します。

注注注意意意: Raymarine では、ユニットを垂直に設置することを
お勧めします。

1. 粘着テープで必要な場所に取り付け用テンプレートを固定
します。
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276.8 mm(10.90 in)
299.4 mm(11.78 in)

Pilot hole center

(4 positions)

CS22 Templa te

UP

IMPORTANT:This document may not print true to scale. Before modifying mounting surface,

ensure printed template matches the measurements provided.

Document number: 87142-1

Date: 07-2011

Raymarine CS22 digital sounder module mounting template

D12197-1

D12240-1

2. テンプレートの印が付いた場所に 4つの穴を開けます。
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299.4 mm(11.78 in)

Pilot hole center

(4 positions)

CS22 Templa te

UP

IMPORTANT:This document may not print true to scale. Before modifying mounting surface,

ensure printed template matches the measurements provided.

Document number: 87142-1

Date: 07-2011

Raymarine CS22 digital sounder module mounting template

D12197-1

D12241-1

3. 取り付け用テンプレートを外します。
4. 穴の半分ぐらいまで付属の取り付けネジをねじ込みます。
5. 取り付けネジの上にユニットを配置します。
6. ユニットを押してユニットのキー スロットにはめ込み

ます。
7. ネジを締めます。

1 2 3

D12242-1

注注注意意意: ドリル ビット、栓のサイズ、締め付けトルクは、
ユニットが取り付けられている材質の厚さと種類によっ
て異なります。

場所と取り付け 27
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章章章 6: シシシススステテテムムム確確確認認認とととトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ

目目目次次次
• 6.1 初回時電源投入テスト ( 30 ページ)

• 6.2 ソフトウェア アップデート ( 30 ページ)

• 6.3 トラブルシューティング ( 31 ページ)

• 6.4 ソナーのトラブルシューティング ( 32 ページ)

• 6.5 LED の表示 ( 33 ページ)

• 6.6 ソナー モジュールのリセット ( 34 ページ)
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6.1 初初初回回回時時時電電電源源源投投投入入入テテテススストトト
ユニットを正しく設置したら、正常に機能するかどうかを
確認します。
電源を入れた後、電源が入ってから通常動作を示す LED ス
テータスインジケータが緑に点灯するまでに約 50秒の時間が
かかります。LEDステータスインジケータが緑に点灯しない
場合は、このハンドブックのトラブルシューティングに関す
る項目を参照してください。
接続された多機能ディスプレイで魚群探知機アプリケーショ
ンを開き、正常に機能していることを確認します。

詳詳詳細細細情情情報報報
詳しい操作方法については、多機能ディスプレイに付属のハ
ンドブックを参照してください。

複複複数数数のののソソソナナナーーー操操操作作作
複数のソナーモジュールを備えたシステムでは、1度に 1台
のソナーのみを操作することができます。
多機能ディスプレイで魚群探知機アプリケーションを使用す
る前に、本書に記載されている方法の 1つを使用して、1台
のソナーモジュールのみがシステムでアクティブになってい
ることを確認してください。

内内内部部部ソソソナナナーーーモモモジジジュュューーールルルととと外外外付付付けけけソソソナナナーーーモモモジジジュュューーールルルののの切切切りりり替替替えええ
内部と外部のソナーモジュールの間でアクティブなソナーモ
ジュールを切り替えたい場合は、以下の手順に従います。
1. アクティブなソナーモジュールの電源を切ります。

• 内部ソナーモジュールは、魚群探知機アプリケーション
メニューからオフにします。 [メメメニニニュュューーー] > [セセセッッットトトアアアッッッ
プププ] > [音音音響響響セセセッッットトトアアアッッップププ] > [内内内部部部音音音響響響]を選択します。

• 外付けのソナー モジュールは、電源装置でオフにし
ます。

2. 魚群探知機アプリケーションに「使用可能な音響ソース
がありません」というメッセージが表示されるまで待ち
ます。

3. 新しいソナーモジュールの電源を入れます。

複複複数数数ののの外外外付付付けけけソソソナナナーーーモモモジジジュュューーールルルののの切切切りりり替替替えええ
お使いのシステムに複数の外付けソナー モジュールが装備
されている場合は、以下に記載の手順に従って、1度に 1台
のソナー モジュールのみがアクティブになるようにする必
要があります。

注注注意意意: 多機能ディスプレイに内内内蔵蔵蔵ソナーモジュールが含ま
れている場合は、次の手順を試す前に、「 内部ソナー モ
ジュールと外付けソナーモジュールの切り替え」に記載の
手順を完了してください。

1. 電源装置を切るか、電源ケーブルをソナー モジュールか
ら外して、すべての外付けソナー モジュールの電源を切
ります。

2. 魚群探知機アプリケーションに「使用可能な音響ソース
がありません」というメッセージが表示されるまで待ち
ます。

3. 使用する外付けソナーモジュールの電源を入れます。

6.2ソソソフフフトトトウウウェェェアアアアアアッッップププデデデーーートトト
製品上で実行されているソフトウェアは更新することがで
きます。

• Raymarineでは、製品のパフォーマンスを向上させ、新機
能を追加するために、定期的にソフトウェア アップデー
トをリリースしています。

• お使いの製品のソフトウェアを更新するには、接続された
互換性のある多機能ディスプレイを使用できます。

• 最新のソフトウェア アップデートおよびお使いの
製品のソフトウェア アップデート手順については、
www.raymarine.com/software/を参照してください。

• 製品ソフトウェアのアップデート方法に関する正しい手順
がわからない場合は、担当業者または Raymarineテクニカ
ル サポートにお問い合わせください。
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6.3 トトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
トラブルシューティング情報は、海洋電子製品設置に関連し
た考えられる原因と必要な是正策を提供したものです。
Raymarine製品はすべて梱包・出荷前に厳密な試験と品質保
証プログラムを終了しています。しかし、お手元の製品に問
題がある場合、本節を手がかりに問題の診断と修正を行うこ
とで、正常な動作に戻せる場合があります。
本書を参照した後もユニットの問題が解決しない場合は、
Raymarineテクニカルサポートにお問い合わせください。

システム確認とトラブルシューティング 31



6.4 ソソソナナナーーーのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
ソナーの問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

ユニットの電源障害 ユニットの電源およびケーブルを調べてください。

その他のユニット障害 ユニットに付属の説明書を参照してください。

ユニットが Raymarineネットワークスイッチに正しく接
続されていることを確認してください。クロスオーバー
カプラまたはその他のカプラケーブル/アダプタを使用し
ている場合は、必要に応じて接続を確認してください。

Raymarineネットワークスイッチのステータスを確認して
ください (該当する場合)。

SeaTalkhs / RayNetネットワーク
の問題

SeaTalkhs/ RayNetケーブルが損傷していないことを確認
してください。

ソナーデータが多機能ディス
プレイで使用できない。

機器間のソフトウェアの不一致
によって通信に問題が起きてい
る可能性があります。

Raymarineテクニカルサポートにお問い合わせください。

ゲイン、または周波数設定が現
在の状況に適していない可能
性があります。

ソナープリセット、ゲイン、および周波数設定を確認
してください。

ユニットの電源障害 電源電圧を確認します。低すぎる場合、ユニットの送信
電力に支障が出ることがあります。

ユニットのケーブル障害 ユニットへの電源、トランスデューサ、およびその他す
べてのケーブルが正しく接続され、損傷がないことを
確認してください。

トランスデューサが正しく装着され、汚れがないことを
確認してください。

トランスデューサ障害

船尾のトランサムにトランスデューサを装着した場合
は、トランスデューサが物に当たって飛ばされていない
ことを確認してください。

その他のユニット障害 ユニットに付属の説明書を参照してください。

船舶が停止中 船舶が静止しているときは、アーチ状の魚は表示され
ず、ディスプレイには直線のように表示されます。

船舶速度が速い トランスデューサ周辺の乱流のためにユニットに混乱が
生じている可能性があります。

深度の読み取りまたはソナー
イメージの問題

スクロール速度がゼロに設定
されています。

スクロール速度を調整してください。
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6.5 LED ののの表表表示示示
本製品の電源 LED には、診断およびトラブルシューティングのステータス情報を提供する多数の点滅モードが用意さ
れています。

LEDののの色色色 LEDコココーーードドド ススステテテーーータタタススス ユユユーーーザザザーーー操操操作作作

緑で点灯 電源がオンです • なし (通常の電源投入の所要時間は 1分未満で
す。)

緑で 1 回
点滅

正常に稼働して
います。

• なし

オレンジ
で 1 回点
滅

トランスデュー
サが切断されて
います

• トランスデューサケーブルと接続部分がしっ
かりと固定されており、損傷がないことを確
認してください。

• ユニットの電源を切ってから入れ直して、トラ
ンスデューサ情報を回復してください。

• 問題が解決しない場合は、Raymarineテクニカル
サポートにお問い合わせください。

オレンジ
で 2 回点
滅

ネットワークが
検出されません

• ネットワークの電源が入っていることを確認し
てください。

• ネットワークケーブルと接続部分がしっかり
と固定されており、損傷がないことを確認し
てください。

• 問題が解決しない場合は、Raymarineテクニカル
サポートにお問い合わせください。

オレンジ
で 5 回点
滅

不足電圧
(<10.2V)

• 電源ケーブルと接続部分がしっかりと固定され
ており、損傷がないことを確認してください。

• 電源ケーブル配線が、推奨設定と一致してい
ることを確認してください。

• 問題が解決しない場合は、Raymarineテクニカル
サポートにお問い合わせください。

オレンジ
で 6 回点
滅

過電圧 (>34.2V) • 電源レベルが、推奨設定と一致していること
を確認してください。

• 問題が解決しない場合は、Raymarineテクニカル
サポートにお問い合わせください。

赤で 1 回
点滅

一般エラー • 電圧警告が一緒に表示される場合は、電源と
ケーブルを確認してください。

• ユニットの電源を切って、再投入してくださ
い。

• 問題が解決しない場合は、Raymarineテクニカル
サポートにお問い合わせください。

赤で 3 回
点滅

ユニットが過熱
しています

• 設置環境が推奨条件を満たしていることを確
認してください。

• ユニットによるピングが停止し、正常な動作温
度に達すると再開されます。

• 問題が解決しない場合は、Raymarineテクニカル
サポートにお問い合わせください。

赤で 4 回
点滅

内部データベー
スの問題

• ユニットの電源を切って、再投入してくださ
い。

• 問題が解決しない場合は、Raymarineテクニカル
サポートにお問い合わせください。

注注注意意意: 上記の説明以外の LED シーケンスが表示され、解決しない場合は、Raymarine テクニカル サポートまでお問い
合わせください。
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6.6ソソソナナナーーーモモモジジジュュューーールルルのののリリリセセセッッットトト
互換性のある Raymarine多機能ディスプレイのリセット機能
を使用して、ソナーモジュールを工場出荷時の設定に戻すこ
とができます。
魚群探知機アプリケーションで、次の操作を実行します。
1. [メメメニニニュュューーー] を選択します。
2. [セセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
3. [音音音響響響セセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
4. [ソソソナナナーーーのののリリリセセセッッットトト] を選択します。
5. 必要に応じて、[はははいいい]を選択して確定するか、[いいいいいいえええ]を

選択して操作を中止します。
これでお手元のユニットは工場出荷時設定にリセットされ
ます。
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章章章 7: 保保保守守守

目目目次次次
• 7.1 定期点検 ( 36 ページ)

• 7.2 ユニットのクリーニング方法 ( 36 ページ)

• 7.3 トランスデューサのお手入れとクリーニング ( 37 ページ)
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7.1 定定定期期期点点点検検検
この製品は密閉型ユニットです。このため、保守手順は次の
定期点検に限定されます。

• 磨耗や切断、切り傷などの損傷の兆候がケーブルにない
か検査する。

• ケーブル コネクタがしっかりと装着されていることを確
認する。

注注注意意意: ケーブルの確認は、電源のスイッチを切った状態
で行ってください。

通通通告告告: 高高高電電電圧圧圧
この製品は高電圧製品です。調整を行うには、正
規のサービス技術者のみが使用できる特別な修理
手順と工具が必要になります。ユーザーが点検や
調整を行える部品はありません。オペレータは
絶対にカバーを外したり、自分で製品の修理を
試みないでください。

7.2ユユユニニニッッットトトのののクククリリリーーーニニニンンングググ方方方法法法
ユニットを定期的にクリーニングする必要はありません。た
だし、ユニットのクリーニングが必要だと判断した場合は、
以下の手順に従ってください。
1. 電源のスイッチがオフであることを確認します。
2. 清潔で湿った布でユニットを拭きます。
3. 必要であれば、中性洗剤を付けて付着油脂を除去します。
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7.3 トトトララランンンスススデデデュュューーーサササのののおおお手手手入入入れれれとととククク
リリリーーーニニニンンングググ
トランスデューサの底部に海藻類などが付着して、パフォー
マンスを低下させることがあります。海藻類の蓄積を防ぐた
め、水生の防汚塗料でトランスデューサをコーティングして
ください。防汚塗料は地元の海事関連業者から入手できま
す。6カ月ごと、または航海シーズンの始めに塗料を塗布し
直してください。スマート トランスデューサの中には、防
汚塗料の塗布場所について制限を設けているものがありま
す。業者にご相談ください。

注注注意意意: 塗料を塗布した場合、温度センサーを装備したトラン
スデューサが正常に機能しなくなることがあります。

注注注意意意: ケトンベースの塗料は絶対に使用しないでください。
ケトンは多くのプラスチックを攻撃することがあり、これ
によってセンサーが損傷する可能性があります。

注注注意意意: 絶対にスプレー塗料をトランスデューサに使用しな
いでください。スプレーを噴霧すると小さな気泡が生じ、
海事用トランスデューサが空気中を正しく伝播できなくな
ります。

柔らかい布と家庭用洗剤を用いてトランスデューサをきれい
にします。付着物が多い場合は、緑のスコッチ　ブライトTM

パッド (たわし)などの強くて頑丈なクリーニングパッドを使
用して付着物を落とします。トランスデューサの表面を傷つ
けないように注意してください。

注注注意意意: アセトンなどの強力な洗浄溶剤を使用すると、トラン
スデューサが損傷することがあります。
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章章章 8: テテテクククニニニカカカルルル サササポポポーーートトト

目目目次次次
• 8.1 Raymarine カスタマー サポート ( 40 ページ)

• 8.2 製品情報の表示 ( 40 ページ)
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8.1 Raymarineカカカスススタタタマママーーーサササポポポーーートトト
Raymarineでは、総合的なカスタマーサポートサービスを提
供しています。カスタマー サポートへのお問い合わせは、
RaymarineのWebサイト、お電話および電子メールをご利用
いただけます。問題を解決できない場合には、いずれかの手
段でさらなる支援を受けてください。

Web サササポポポーーートトト
次の弊社 Webサイトにあるカスタマーサポートにアクセス
してください。
www.raymarine.com
Webサイト上では、よくある質問、修理情報、電子メールに
よる Raymarineテクニカルサポート部門への相談、世界各地
の Raymarine 取扱店をご覧になれます。

電電電話話話おおおよよよびびび電電電子子子メメメーーールルルににによよよるるるサササポポポーーートトト
アアアメメメリリリカカカ合合合衆衆衆国国国内内内：：：

• 電電電話話話: +1 603 324 7900

• フフフリリリーーーダダダイイイヤヤヤルルル: +1 800 539 5539

• 電電電子子子メメメーーールルル: support@raymarine.com

英英英国国国、、、欧欧欧州州州、、、中中中東東東：：：

• 電電電話話話: +44 (0)13 2924 6777

• 電電電子子子メメメーーールルル: ukproduct.support@raymarine.com

東東東南南南アアアジジジアアア、、、オオオーーーススストトトラララリリリアアア:

• 電電電話話話: +61 (0)29479 4800

• 電電電子子子メメメーーールルル: aus.support@raymarine.com

製製製品品品情情情報報報
修理をご希望される場合には、次の情報をお手元にご用意く
ださい。

• 製品名。

• 製品の ID。

• シリアル番号。

• ソフトウェアアプリケーションのバージョン。

• 系統図。

製品内のメニューを使って、これらの製品情報を入手でき
ます。

8.2 製製製品品品情情情報報報ののの表表表示示示
互換性のある多機能ディスプレイの [診診診断断断] メニューを使用
することで、ユニットに関する情報を表示することができま
す。製品のシリアル番号やソフトウェア バージョンなどの
情報が表示されます。
ホーム画面を表示した状態で、次の操作を実行します。
1. [セセセッッットトトアアアッッップププ] ををを選選選択択択しししままますすす。。。
2. [保保保守守守] を選択します。
3. [診診診断断断] を選択します。
4. [装装装置置置ののの選選選択択択] オプションを選択します。

接続されている装置の一覧が表示されます。
5. 情報を表示する製品を選択します。または、[すすすべべべてててののの

デデデーーータタタををを表表表示示示]を選択して、接続されているすべての製品
の情報を表示することもできます。
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章章章 9: 技技技術術術仕仕仕様様様

目目目次次次
• 9.1 技術仕様 ( 42 ページ)

技術仕様 41



9.1 技技技術術術仕仕仕様様様

物物物理理理的的的仕仕仕様様様
寸寸寸法法法 • 幅幅幅: 225 mm (8.9 インチ)

• 高高高さささ: 162 mm (6.4 インチ)

• 高高高さささ (コココネネネクククタタタををを含含含むむむ):
171 mm (6.7 インチ)

• 奥奥奥行行行ききき: 72 mm (2.8インチ)

重重重量量量 0.6 kg (1.32 lbs)

電電電力力力仕仕仕様様様
公公公称称称電電電源源源電電電圧圧圧 12 V / 24 V dc

動動動作作作電電電圧圧圧範範範囲囲囲 10.8 V～ 31.2 V dc

電電電力力力消消消費費費 5.6 W (最大)

電電電流流流 1 Aピーク

ヒヒヒュュューーーズズズ /ブブブレレレーーーカカカ 5 A

ソソソナナナーーー / DownVision ののの仕仕仕様様様
チチチャャャンンンネネネルルル数数数 CHIRP 2個 (ソナーで 1個、DownVisionで 1

個)

動動動作作作周周周波波波数数数 • ソソソナナナーーー— 200 KHz中心周波数

• DownVision— 350 KHz中心周波数

ビビビーーームムム対対対応応応範範範
囲囲囲

• ソソソナナナーーー— 25°円円円錐錐錐型型型ビーム

• DownVision—広 (左舵 /右舵)および細 (船
首から船尾まで)フフファァァンンンビーム

タタターーーゲゲゲッッットトトののの
分分分離離離

CHIRP処理を使用して分離します。

• ソソソナナナーーー— 32 mm (1.25インチ)

• DownVision — 25 mm (1インチ)

深深深度度度 標準的な深度パフォーマンスは 189 m (600
フィート) です。ソナーチャンネルと
DownVisionチャンネルの両方に適用され
ます。

環環環境境境仕仕仕様様様
動動動作作作温温温度度度 0°C～ +55°C (+32°F～ +131°F)

保保保存存存温温温度度度 –30°C～ +70°C (-22°F～ +158°F)

相相相対対対湿湿湿度度度 95%

防防防水水水加加加工工工等等等級級級 IPX6および IPX7

適適適合合合性性性ににに関関関すすするるる仕仕仕様様様
適適適合合合性性性 • EN 60945:2002

• EMC指令 2004/108/EC

• 豪州・ニュージーランド:
C-Tick、コンプライアンス
レベル 2
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章章章 10: オオオプププシシショョョンンンおおおよよよびびび付付付属属属品品品

目目目次次次
• 10.1 スペアおよび付属品 ( 44 ページ)

• 10.2 ネットワーク ハードウェア ( 44 ページ)

• 10.3 ネットワーク ケーブルのコネクタの種類 ( 45 ページ)

• 10.4 ネットワーク ケーブル ( 45 ページ)

• 10.5 SeaTalkng ケーブルおよび付属品 ( 46 ページ)
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10.1 スススペペペアアアおおおよよよびびび付付付属属属品品品
CP100 では、次の付属品およびスペア部品が提供されてい
ます。

スススペペペアアア

項項項目目目 品品品番番番

1 m (3.28フィート)電源ケー
ブル

A06049

付付付属属属品品品

項項項目目目 品品品番番番

4 m (13.12 フィート)トラン
スデューサ延長ケーブル
(CPT-100トランサムトラン
スデューサ用)

A80273

CPT-100 トランサム型
DownVisionトランスデューサ

A80270

CPT-110船底貫通取り付け型
DownVisionトランスデューサ
(プラスチック)

A80277

CPT-120船底貫通取り付け型
DownVisionトランスデューサ
(ブロンズ)

A80271

トランサムトランスデュー
サシールド、トローリング
モータ付き船舶用

A80207

10.2ネネネッッットトトワワワーーークククハハハーーードドドウウウェェェアアア
項項項目目目 品品品番番番 備備備考考考

HS5 RayNetネット
ワークスイッチ

A80007 RayNetコネクタを
持つ複数の装置を
ネットワーク接
続する際の 5ポー
トスイッチ。R145
SeaTalkhs コネクタ
装備の機器も、適
切なアダプタケー
ブルを使用して接
続できます。

RJ45 SeaTalkhs ネッ
トワークスイッチ

E55058 R145コネクタを持
つ複数の SeaTalkhs
装置をネットワー
ク接続する際の 8
ポートスイッチ。

RJ45 SeaTalkhs クロ
スオーバーカプラ

E55060 RJ145 SeaTalkhs 装
置をスイッチが必
要ない小規模シ
ステムに直接接
続できるように
します。また、
RJ45 SeaTalkhs 装置
を HS5 SeaTalkネッ
トワークスイッチ
に接続することも
できます (適切な
アダプタケーブル
を併用)。

イーサネット RJ45
カプラ

R32142 互換性のある赤
外線カメラをネッ
トワークスイッ
チが必要ない小規
模システムに直接
接続できるように
します。また、
RJ45 SeaTalkhs ネッ
トワークスイッ
チ経由で大規模な
システムに接続す
ることもできます
(適切なアダプタ
ケーブルを併用)。
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10.3 ネネネッッットトトワワワーーークククケケケーーーブブブルルルのののコココネネネククク
タタタののの種種種類類類
ネットワーク ケーブルのコネクタには、RayNet と RJ45
SeaTalkhs の 2 種類があります。

RJ45 SeaTalkhs コネクタ

RayNetコネクタ

10.4 ネネネッッットトトワワワーーークククケケケーーーブブブルルル
RayNet －－－ RayNet ケケケーーーブブブルルル

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番

400 mm (1.3フィート) RayNet－
RayNetケーブル (メス)

A80161

2 m (6.56フィート) RayNet－
RayNetケーブル (メス)

A62361

5 m (16.4フィート) RayNet－
RayNetケーブル (メス)

A80005

10 m (32.8フィート) RayNet－
RayNetケーブル (メス)

A62362

20 m (65.6フィート) RayNet－
RayNetケーブル (メス)

A80006

50 mm (1.97インチ) RayNet－
RayNetケーブル (オス)

A80162

RayNet直角カプラ A80262

RayNetケーブルプラー 5個
入りパック

R70014

RayNet －－－ RJ45 SeaTalkhs アアアダダダプププタタタケケケーーーブブブルルル

ケケケーーーブブブルルル 品品品番番番

1 m (3.28フィート) RayNet－
RJ45 SeaTalkhs ケーブル

A62360

3 m (9.84フィート) RayNet－
RJ45 SeaTalkhs ケーブル

A80151

10 m (32.8フィート) RayNet－
RJ45 SeaTalkhs ケーブル

A80159

400 mm (1.3フィート) RayNet－
RJ45 SeaTalkhs (メス)ケーブル

A80160
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10.5 SeaTalkng ケケケーーーブブブルルルおおおよよよびびび付付付属属属品品品
互換製品で使用する SeaTalkng ケーブルおよび付属品

説説説明明明 品品品番番番 備備備考考考

SeaTalkngスターター
キット

T70134 内容:

• 1 x 5 方向コネクタ
(A06064)

• 2 xバックボーンターミ
ネータ (A06031)

• 1 x 3 m (9.8フィート)ス
プールケーブル (A06040)

• 1 x電源ケーブル (A06049)

SeaTalkngバックボー
ンキット

A25062 内容:

• 2 x 5m (16.4 フィート)
バックボーンケーブル
(A06036)

• 1 x 20m (65.6 フィート)
バックボーンケーブル
(A06037)

• 4 x T字型 (A06028)

• 2 xバックボーンターミ
ネータ (A06031)

• 1 x電源ケーブル (A06049)

SeaTalkng 0.4m (1.3
フィート)スプール

A06038

SeaTalkng 1 m (3.3
フィート)スプール

A06039

SeaTalkng 3 m (9.8
フィート)スプール

A06040

SeaTalkng 5 m (16.4
フィート)スプール

A06041

SeaTalkng 0.4 m (1.3
フィート)エルボス
プール

A06042

SeaTalkng 0.4m (1.3
フィート) バック
ボーン

A06033

SeaTalkng 1 m (3.3
フィート) バック
ボーン

A06034

SeaTalkng 3 m (9.8
フィート) バック
ボーン

A06035

SeaTalkng 5 m (16.4
フィート) バック
ボーン

A06036

SeaTalkng 9 m (29.5
フィート) バック
ボーン

A06068

SeaTalkng 20 m (65.6
フィート) バック
ボーン

A06037

SeaTalkng -終端むき
出し 1 m (3.3フィー
ト)スプール

A06043

SeaTalkng -終端むき
出し 3 m (9.8フィー
ト)スプール

A06044

SeaTalkng 電源ケー
ブル

A06049

SeaTalkngターミネー
タ

A06031

説説説明明明 品品品番番番 備備備考考考

SeaTalkng T字型 A06028 1 xスプール接続を装備

SeaTalkng 5方向コネ
クタ

A06064 3 xスプール接続を装備

SeaTalkngバックボー
ンエクステンダ

A06030

SeaTalk － SeaTalkng
コンバータキット

E22158 SeaTalk装置と SeaTalkng シ
ステムとの接続が可能

SeaTalkng インライ
ンターミネータ

A80001 スプールケーブルとバッ
クボーンケーブルの終端
を直接接続。T字型コネク
タは不要

SeaTalkng ブランキ
ングプラグ

A06032

ACU / SPX SeaTalkng
スプールケーブル
0.3 m (1.0フィート)

R12112 SPXコースコンピュータ
または ACUを SeaTalkngバッ
クボーンに接続します。

SeaTalk (3 ピン) －
SeaTalkng アダプタ
ケーブル 0.4m (1.3
フィート)

A06047

SeaTalk － SeaTalkng
スプール 1 m (3.3
フィート)スプール

A22164

SeaTalk2 (5ピン)－
SeaTalkng アダプタ
ケーブル 0.4m (1.3
フィート)

A06048

DeviceNetアダプタ
ケーブル (メス)

A06045 NMEA 2000装置と SeaTalkng
システムとの接続が可能

DeviceNetアダプタ
ケーブル (オス)

A06046 NMEA 2000装置と SeaTalkng
システムとの接続が可能

DeviceNetアダプタ
ケーブル (メス)－
終端むき出し

E05026 NMEA 2000装置と SeaTalkng
システムとの接続が可能

DeviceNetアダプタ
ケーブル (オス)－
終端むき出し

E05027 NMEA 2000装置と SeaTalkng
システムとの接続が可能
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